
「
第
三
十
条
の
四
十
三
第
三
項
」
を
「
第
三
十
条
の
三
十
八
第
三
項
」
に
、「
住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
住
民
票
コ
ー
ド

当
該
住
民
票
コ
ー
ド

同
条
に
規
定
す
る
基
礎
年
金
番
号

当
該
基
礎
年
金
番
号

」
を「
住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
住
民
票
コ
ー
ド

同
条
に
規
定
す
る
基

礎
年
金
番
号

」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
条
の
四
十
三
第
四
項
の
項
中
「
第
三
十
条
の
四
十
三
第
四
項
」
を

府

令

省

令

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報
「
第
三
十
条
の
三
十
八
第
四
項
」
に
、「
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
条
の
四
十
三
第
五

項
の
項
中
「
第
三
十
条
の
四
十
三
第
五
項
」
を
「
第
三
十
条
の
三
十
八
第
五
項
」
に
、「
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
に
お
い

て
」
に
、「
都
道
府
県
」
を
「
第
三
十
条
の
四
十
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
四
条
の
二
第

一
項
の
項
中
「
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
の
三
十
九
第
一
項
」
に
、「
第
三
十
条
の
四
十
三
第
四
項
」

を
「
前
条
第
四
項
」
に
改
め
、「
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
」
を
削
り
、「
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
に
お
い
て
」
に

改
め
、「
又
は
第
五
項
に
規
定
す
る
措
置
」
及
び
「
又
は
第
三
項
」
を
削
り
、「
第
三
十
条
の
四
十
三
第
二
項
」
を
「
前
条

国
民
年
金
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
八
十
六
号

国
民
年
金
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

国
民
年
金
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
六
の
二
の
表
以
外
の
部
分
中
「
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
に
お
い
て
」に
、「
第
三
十
条
の
四
十
二
第
一
項
」

を
「
第
三
十
条
の
三
十
七
第
一
項
」
に
、「
第
三
十
条
の
四
十
三
並
び
に
第
三
十
四
条
の
二
」
を
「
第
三
十
条
の
三
十
八

並
び
に
第
三
十
条
の
三
十
九
」
に
改
め
、「
場
合
に
は
」
の
下
に
「
、
法
第
百
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
」を
加
え
、

同
条
の
表
第
三
十
条
の
四
十
二
第
一
項
の
項
中
「
第
三
十
条
の
四
十
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
の
三
十
七
第
一
項
」

に
、「
に
規
定
す
る
事
務
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
事
務
」
に
、「（
国
民
年
金
法
第
十
四
条
」
を「（
同
条
」
に
改
め
、
同
表

第
三
十
条
の
四
十
二
第
二
項
の
項
中
「
第
三
十
条
の
四
十
二
第
二
項
」
を
「
第
三
十
条
の
三
十
七
第
二
項
」
に
、「
に
規

定
す
る
事
務
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
事
務
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
条
の
四
十
二
第
四
項
の
項
中
「
第
三
十
条
の
四
十

二
第
四
項
」
を
「
第
三
十
条
の
三
十
七
第
四
項
」
に
、「
、
同
法
第
十
四
条
」
を
「
、
同
条
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
条

の
四
十
三
第
一
項
の
項
中
「
第
三
十
条
の
四
十
三
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
の
三
十
八
第
一
項
」
に
、「
指
定
情
報
処
理

機
関
」
を
「
機
構
」
に
、「
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
に
お
い
て
」
に
改
め
、同
表
第
三
十
条
の
四
十
三
第
二
項
の
項
中「
第

三
十
条
の
四
十
三
第
二
項
」
を
「
第
三
十
条
の
三
十
八
第
二
項
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
条
の
四
十
三
第
三
項
の
項
中

第
二
項
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
の
項
中
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
三
十
条
の
三
十
九

第
二
項
」
に
、「
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
の
項
中
「
第
三
十
四
条

の
二
第
三
項
」
を
「
第
三
十
条
の
三
十
九
第
三
項
」
に
、「
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
十
月
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

〇
内
閣
府
令
第
四
十
六
号

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
内
閣
府
関
係
構
造

改
革
特
別
区
域
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

内
閣
府
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
規
則

構
造
改
革
特
別
区
域
公
社
管
理
道
路
運
営
権
者
が
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
公
社
管
理
道
路
運
営
事
業
に

係
る
公
共
施
設
等
運
営
権
実
施
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
お
け
る
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等

の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
内
閣
府
令
第
六
十
五
号
）
第
五
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
号
中
「
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
費
用
を
徴
収
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
金
額
又
は
そ
の
金
額

の
決
定
方
法
」
と
あ
る
の
は
、「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
二
十
八
条
の
三
第
十

項
に
規
定
す
る
公
社
管
理
道
路
運
営
権
の
設
定
の
対
価
を
徴
収
す
る
旨
及
び
そ
の
金
額
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法

律
第
五
十
六
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
八
月
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
外
務
省
令
第
十
四
号

在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年

法
律
第
九
十
三
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
研
修
員
手
当
の
号
の
適
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

研
修
員
手
当
の
号
の
適
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

研
修
員
手
当
の
号
の
適
用
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
外
務
省
令
第
八
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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